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５万分の１地質図幅 
説   明   書 

 

 

北海道立地下資源調査所 

技術吏員 松 井 公 平 

同    国府谷 盛 明 

 

は し が き 

 

この図幅は，昭和36年から昭和37年の２ヵ年にわたっておこなった調査結果を整 

理し，まとめたものである。調査に当っては，地域を分担し，松井が主として北西部 

を，国府谷が主として南東部を，それぞれ担当した。 

この地域は，すべて第四紀層から構成されているが，屈斜路，雌阿寒岳，摩周岳，カ 

ムイヌプリ岳などの火山噴出物がさくそうし，各地層の層準決定が，きわめて困難な 

地域である。さらに，ここに分布する地層のなかには，この地域だけで解明できない 

問題がふくまれている。この点については，こんごの調査により，検討されなければ 

ならない。なお，この地域に関連のある調査報告としては，北に隣接する摩周湖図幅
1）

 

が昭和37年に，南に隣接する標茶図幅
2）

が昭和38年に，それぞれ刊行されている。 

調査に際して，標茶営林署の各位から，いろいろ御配慮を賜った。また，調査の整 

理にあたっては北海道立地下資源調査所斎藤昌之所長から，いろいろ御指導をいただ 

いた。報告にはいるに先だち，上記の諸氏に感謝の意を表する。 

Ⅰ 位置および交通 

この図幅は，東部北海道にあって，根釧原野の北部にあたり，北緯43ﾟ20'～43ﾟ30'， 

東経144ﾟ30'～144ﾟ45'の範囲である。 

行政的には，北西部が川上郡標茶町，南西部が川上郡弟子屈町，東部が野付郡別海村， 

 

1） 国府谷盛明ほか： ５万分の１地質図幅説明書，1962，北海道開発庁。 

2） 斎藤昌之ほか： ５万分の１地質図幅説明書，1963，北海道開発庁。 

磯 分 内（釧路－第9号） 
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第１図 位 置 図 

厚岸郡厚岸町，および標津郡標津町の，5ヵ町村にわけられている。このうち，おも 

な集落は，釧網線ぞいの標茶町字磯分内市街，国道根室標津線ぞいの虹別市街がある。 

交通機関は，国鉄釧網線および，丘陵地を横断する国鉄標津線がある。このほか，標 

茶－西春別間の国鉄バス，標茶－弟子屈間の道北バス，弟子屈－虹別－標津間の阿寒 

バスの各路線が通じている。 
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Ⅱ 地   形 

図幅内の地形は，Ⅰ 丘陵性台地 Ⅱ 河岸段丘 Ⅲ 冲積地に大別できる。 

Ⅱ.１ 丘陵性台地 

この地形は，南に隣接する標茶図幅
3）

地域から連続する丘陵性台地である。この台地 

地形については，釧路地域を模式地とし，佐々保雄
4）

（1939)，岡崎由夫
5）

（1960）らによ 

って，次の三つの面が区分されている。 

１ 白糠面（白糠段丘140m～200m） 

２ 根室面（根室段丘60m～120m） 

３ 釧路面（釧路段丘40m±） 

そしてこれらの地形面に対比できる地形は，釧路から北の，内陸部に連続して，発達 

している。 

したがって，この地域の台地も，その一部にふくまれる。調査地域内に発達する台 

地は，標高100m～200mであるが，この高度は，うえにのべた白糠面～根室面に対 

応する地形をしめしている。しかし，この地形面上には，新期火山灰が厚くおおって 

いるため，両者の地形差は明らかでない。したがって，根釧地域の地形区分に対比す 

るだけの，明瞭な地形区分はできない。(標茶図幅では，標高80m～100mの開析の 

進んだ平坦面については，根室面として扱っている)。この地形を調査地域内で観察 

すると，調査地の中央部からやや東よりに記されている郡界線を境にして，西側は， 

標高100m～200mの高度をしめし，開析が進んで平坦面の発達が悪く，起伏が多い。 

東側は，標高100m～160mの高度をしめし，西側にくらべて，より明瞭な平坦面の 

発達がみられる，このような両者の地形面の相違から，開析度の進んだとみられる西 

側地域は，東側よりも，古い地形と判断される。また，東側の平坦面の地形は，根 

室標津，別海原野から連続して発達する地形である。したがって，この地形を，釧路 

側で組立てられた地形区分に対比させるべきかどうか，という点については，問題が 

ある。この点については，現在調査が進められている標津図幅および中標津図幅の， 

調査結果にまつことにした。したがって，この図幅では，これらの問題を残して，両 

 

3） 前出 
4） 北海道下部洪積統・釧路層につきて，矢部教授還暦記念論集，1939 
5） 釧路平原とその周辺の地形発達史，釧路平原生成過程の研究（第６報)，1960 
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者を一括し，丘陵性台地として扱った。 

Ⅱ.２ 河 岸 段 丘 

河岸段丘は，現河床からの比高で，二つの段丘にわけることができる。すなわち， 

比高20m～30mの第１段丘と，比高5m～10mの第２段丘である。 

第１段丘は，釧路川にそって発達するもので，南西にゆるい傾斜をしめしている。 

磯分内市街より北部では，この段丘面は不明瞭である。この段丘と，第２段丘および 

冲積面との間は，急崖となっている。 

第２段丘は，釧路川流域のほか，西別川およびポンベツ川の流域に発達している。 

このうち，釧路川流域でもっともよく観察され，標茶町市街の東側の面がこれに相当 

する。そしてこの連続が調査地域に発達している。また第１段丘と違って釧路川に向 

ってゆるく傾斜している。西別川は，図幅の南東偶の河岸にはっきりした面が観察さ 

れる。したがってこの上流にも存在するはずであるが，確認することができなかった。 

ポンベツ川では，河川の右岸によく発達している。この段丘上には新期火山灰が厚く 

おおっているので，釧路川を除く河川では，冲積地との区別が困難である。 

Ⅱ.３ 冲 積 地 

冲積地のうち，キンマンタワ川，西風蓮川，中風蓮川ぞいには，湿地が発達してお 

り，下流部ほど広がっていて，釧路側あるいは，別海側につながっている。このよう 

に，内陸部まで湿原地帯が存在することは，冲積初期につくられた，れ谷の末端部 

ということができる。 

Ⅱ.４ 河   川 

この図幅地域の河川は，阿寒に源を発し，南西方向に流れる釧路川と，南北方向の 

流れとなって，釧路川に合流するその支流，および，摩周岳山麓に源を発する西別川， 

風蓮川，中風蓮川，西風蓮川の各河川である。このうち，西別川を除く各河川は，集 

水流域が狭いにもかかわらず，水量が豊富である。これは，おそらく摩周山麓からの 

伏流水が，標高120m～130mあたりで湧水するためであろう。 

Ⅲ 地 質 概 説 

この地域の地質は，地質層序表にしめしたように，すべて，第四紀の地層から構成 

されている。丘陵地の基盤となるものは，屈斜路火山噴出物と推定される，磯分内軽 

石流である。これを不整合におおって，砂・礫層が発達する。この地層は，南に隣接 
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第２図 東 西 の 模 式 柱 状 図 

する，標茶図幅内
6）

の層序に対比することができないので，この図幅では，上多和層と 

した。この地層は，偽層がいちじるしく，層相の変化が多いのが特徴である。砂・礫 

のほか，軽石を多量にふくんでおり，さらにこの上位に，チャンベツローム層がのっ 

ている。このローム層は，ローム，火山灰，軽石などの火山噴出物で構成され，図幅 

の全域にわたって，広く分布している。 

河岸段丘は，砂層および礫層をおもな堆積物としている。いままでのべた各地層を 

おおって，新期火山灰が，広く分布する。これは軽石・火山灰，ロームなどから構成さ 

れるもので，摩周岳，カムイヌプリ岳などの火山噴出物である。 

 

6） 前出 
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第１表 地  質  層  序  表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冲積層は，砂・礫および泥炭，粘土から構成されている。これは，釧路川，キマン 

タワ川，西風蓮川，中風蓮川，西別川などの各河川流域に発達している。 

Ⅲ.１ 磯分内軽石流 

この軽石流は，調査地西方の栄部落，および，標津線の標茶－泉川間において，標 

高120m前後の丘陵地の頂上部で，観察される以外は，一般に基盤を構成して分布す 

る。軽石は，暗灰色の石英安山岩質で，径20cm～30cm大である。釧路川流域のほ 

か，２・３の地点では，軽石が少なく，火山灰が多くなっている。これをもたらしたも 

のは，屈斜路火山活動と考えている。 

この軽石流は，標茶図幅
7）

のなかで，３層に区分されている軽石流のうち，この図幅 

 

 

 

 

 

 

 

第３図 栄西方の新道切割に露出する磯分内軽石流 標高100m 

 
7） 前出 
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に連続して分布する栄軽石流と，チャンベツ軽石流に相当する。この２層の軽石流は， 

両者の軽石の性質，現地形上にみられる状態から判断すると，まったく同層準の軽石 

流と考えられる。したがってここでは，一括して，磯分内軽石流とした。 

Ⅲ.２ 上 多 和 層 

この地層は，磯分内軽石流と不整合の関係で，その上位に分布している。 

この地層は，砂・礫を主体としているが，細かい軽石を多くふくんでいる。砂は， 

おもに石英粒の多い，粗粒～中粒砂で，灰色～淡灰色のものである。軽石を多量にふ 

くんでいるところは，風化して，しばしば帯色をしめす。礫は，安山岩質のもので， 

径5cm大以下の円礫～亜角礫のものが多い。この地層の上部には，砂鉄が濃集して 

いる。また，調査地の東部では，無層理の堆積状態をしめすところが多く観察され， 

西部では，偽層の発達がいちじるしいのが特徴である。これは，両地区において，堆 

積環境に相違のあったことをしめしている。 

この地層については，構成物の類似から，標茶図幅
8）

内の標茶層との関係が注目され 

る。まえにのべた，磯分内軽石流を鍵としてみると，標茶層は，軽石流の下位に発達 

する地層であり，上多和層は，軽石流の上位に発達する地層である。この関係から， 

標茶層と同層準のものとして対比することができない。また，この図幅の東部地域に 

は，これまで，西春別層とよばれてきた，砂層および礫層を主体とした地層が分布し 

ている。しかし，この地層との関係も，まったく不明である。したがって，この図幅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上多和層（砂，礫，軽石）上位は新期火山灰 
第４図 大 阪 橋 土 取 場 

 
8） 前出 
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では，これを含めて，上多和層として扱った。 

Ⅲ.３ 第１河岸段丘堆積物 

この段丘は，釧路川の流域に発達する。現河岸からの比高は20m～30mである。 

堆積物は，厚さ1.5mで，砂・礫から構成されている。砂は，粗粒砂～中粒砂である。 

礫は，径5cm以下の安山岩質で，円礫～亜円礫である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５図 磯分内軽石流と高位段丘堆積物と新期火山灰 

Ⅲ.４ 第２河岸段丘堆績物 

この段丘は，釧路川流域ならびに西別川流域に発達する。現河床からの比高は，5 

m～10mである。堆積物は，厚さ約2mで，砂・礫を主体としているが，後背地の 

地質の影響から，軽石，火山灰などが介在する。砂は，粗粒～中粒砂で，礫は，径5 

cm以下の安山岩質で，円礫～亜円礫である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６図 低位段丘堆積物（上位は新期火山灰）磯分内北方 
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Ⅲ.５ チャンベツローム層 

この地層は，あとでのべる新期火山灰の下位にあって，調査全域に広く分布する。 

このローム層は，火山灰，ローム，黒色火山砂，軽石などから構成されている。下位 

から，厚さ約60cm前後の，色～黄色の砂質火山灰ないし火山灰層がある。この 

部分は，場所によって，欠除する場合がある。この上位は，厚さ約150cmで，色 

～暗色の砂質ローム層がある。このローム層は，色調で区別できる斑紋，あるいは， 

厚さ数cmでち密な火山灰層がある。これは，チョコレート色をしている。そして， 

このローム層の上部には，１～３層の，厚さ5cm～45cmの黒色火山灰砂がみられる。 

このような層相は，調査地の中央部以南で，おもに観察することができる。さらに， 

この上位は，厚さ120cm以下の軽石，あるいは，厚さ10cm以下の砂の，いずれか 

が観察される。軽石は，2cm大の橙～黄色で，部分的にクサっている。砂は，厚 

さ10cm以下の粗粒砂で無層理状である。この部分は，磯分内市街の北方に限って分 

布するようである。 

以上が，この図幅内に分布する，チャンベツローム層の一般的な層相である。しか 

し，地域によってかなりの変化がみられる。 

標茶図幅
9）

では，このローム層を上・下２層に大別している。しかし，この図幅では， 

両者の関係が明らかでないため，一層として扱った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

磯分内軽石流の上位にあるチャンベツロームと新期火山灰 
第７図 泉 川 新 道 切 割 

 

 9） 前出 
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Ⅲ.６ 新期大山灰 

新期火山灰は，摩周岳，カムイヌプリ岳，の火山活動に由来する噴出物であり，上 

位から９層に分類することができる。 

第１層： 層厚5cm以下のもので， 調査地の 

表層部において，上位に約10cm～20cmの腐植 

をともなう。 灰白色のさらさらした火山灰であ 

る。調査地の東では，かなり不明瞭になる。 

これは，山田忍のMa，標茶図幅のMe1にあた 

る。 

第２層： 層厚100cmで，上部に約40cmの 

腐植をともなう，色の砂質ローム，および灰色 

火山灰である。砂質ロームは，厚さ50cmで，ほと 

んど全域にわたって観察できる。灰色火山灰は， 

厚さ10cm以下で，おもに調査地の東部地域に分 

布し，西部地域では欠除している場合が多い。 

第３層： 層厚30cmで色の砂質ロームで， 

上部に腐植をともなう。おもに調査地の中央部よ 

り西に分布するようである。 

第４層： 層厚30cm以下で，灰色のやや粘性 

のある火山灰である。調査地の東側では，この層 

準に，厚さ60cm以下の色ロームと腐植の互層 

部が発達する。さらに，この下部には，多くの場 

合，厚さ30cm前後の砂質ロームが観察される。 

第５層： 層厚120cm～10cmで，色の軽石 

まじりのローム，あるいは，砂質のロームで，ほ 

ぼ全域に分布する。軽石まじりのロームは，とく 

に，東部地域で厚さが増すようである。ロームにふくまれている軽石は，径0.5m/m 

大の橙色～黄色のもので，発泡の悪い軽石である。調査地の西側では，この層準と 

考えられるところに，厚さ20cm±の砂質ロームが観察される。 

この地層は，山田忍のMgにあたる。 

第８図 新期火山灰模式柱状 
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第６層： 層厚90cm～20cmで，灰色～黄灰色の軽石で，調査地の各所で観察さ 

れる。軽石の大きさは，径3cm～2cm大のほぼ等粒のものである。またこの軽石に 

は，炭化木片をふくむ特徴がある。 

この地層は山田忍のMh，標茶図幅のMg1にあたる。 

第７層： 層厚5cm以下で，クリーム色の粘性の強い火山灰である。これは，調 

査地の東部に多く分布するようである。 

この火山灰は，山田忍のM1，標茶図幅のMg1? にあたる。 

第８層： 層厚5cm以下で，青灰色の細粒砂質の特徴ある火山灰である。この火 

山灰は，ほとんど調査地全域に分布するので，鍵層として使用できる。 

これは，山田忍および標茶図幅のMjにあたる。 

第９層： 層厚80cm～60cmで，色の粘性のあるロームである。このロームの 

上位には，3cm～2cmの腐植を，かならずともなう。第８層とともに，調査地全域 

に観察される。 

以上第１層から第９層までは，摩周火山に由来するものである。また，９層に分類 

したものは，調査地の各所で観察できた柱状を，整理しまとめたもので，個々の場所 

で異なる場合のあることを，おことわりしておく。 

Ⅲ.７ 冲 積 層 

この地域の冲積層は，釧路川，キンマンタワ川，西風蓮川，中風蓮川などに発達す 

る。釧路川ぞいのものは，南に隣接する標茶図幅
10）

からの延長部の発達である。砂・礫・ 

粘土で構成されている。確かな厚さは不明であるが，3m以上はあると推定される。 

風蓮川の上流には，厚さ約1mの薄い泥炭層をはさんだ，灰白色の粘土が発達してい 

る。このほかの河川については，河川にそって，湿地帯が発達しているため，実際に 

露頭を観察することができなかった。しかし，おそらく，泥炭が形成されていること 

と予想される。 

Ⅳ 地   史 

すでにのべたように，この地域には，洪積世の中期から冲積世にわたる地層が発達 

している。そして，この地域の南方には，いわゆる根釧地域とよばれる，同様の地質 

構成をもつ地帯が拡がっている。この根釧地域は，洪積世の前期に，千島弧の内・外 

 
10） 前出 
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帯にはさまれた，浅海～瀕海地域となり，その内・外帯のあい対立する基盤運動によ 

って，北東～南西方向を軸とした造地構造運動の，過程をへて形成されいる。この 

地域は，根釧地域のほぼ北端に位置していることから，この調査地の地史は，その運 

動の一端をしめすものとして，とらえることができる。まえにのべた造地構造運動 

は，釧路層の堆積をもたらし，洪積世中期後半にはいって，この地域では，海退と地 

盤の隆起があり，これにともなって，河川の侵が進んだ。そしてこの時期に，屈斜 

路火山活動は一そう活発となり，大量の軽石流を噴出した。磯分内軽石流は，この時 

期のものである。洪積世の後期にはいって，一度低下した海水面は，ふたたび上昇を 

はじめ，ほぼ現在の地形にみられる低地帯にそって，海水の侵入がおこなわれた。上 

多和層は，この時期の堆積物と考えられる。ここで問題として考えられることは，こ 

の時期における海侵の規模がどの程度のものであったかということである。これにつ 

いての疑問は，地質のところでのべたが，上多和層は，東と西とでは，堆積環境の相 

違があることを説明した。また，調査地の東側にも，基盤に釧路層群が確認されてい 

る。そして，この上部に，これまで西春別層とよばれてきた砂層，礫層が発達している 

ことが知られている。ここで，このときの海侵が，釧路－オホーツク海につながる規 

模のものであったか，あるいは，わずかの稜線部を境にして，東と西に２分された海 

侵があったのか，この点を解明する資料は，現在のところ，まったくえられていない。 

しかし，釧路層群堆積後，海退，海侵がおこなわれ，上多和層とした，砂層礫層の堆 

積がおこなわれたことは事実である。したがって，この事実について，釧路側とオホ 

ーツク海側との関連をどう解明するかということが，こんごに残された大きな問題と 

考える。 

上多和層の堆積後，ふたたび海退がはじまり，河川の侵が活発となって，河岸段 

丘が形成され，その上位には，軽石，スコリヤ，火山灰などの火山噴出物が，丘陵お 

よび段丘上に堆積した。これが，チャンベツローム層である。 

冲積地にはいると，いままで形成された深い谷は，冲積海侵でれ谷となり，海水 

は，丘陵地の小さな谷の末端部まで導入した。この名残りとして，湿地帯が，調査地 

の各河川にみられる。そして，この湿地帯には，泥炭，粘土などを堆積させた。また， 

これまで活動をつづけていた屈斜路火山は，ようやくおさまり，かわって，摩周火山 

の活動が活発となった。そして，ふたたび，丘陵地および段丘上に火山灰，軽石，ス 

コリヤなどの噴出物が堆積した。これが新期火山灰である。以上この地域は，洪積世 
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の前期，釧路層群の堆積をもたらした，造地構造運動にはじまり，この運動と，背 

後の屈斜路，摩周岳などの火山活動と密接な関連をもって，現在の地形，地質が形成 

された。この過程のなかで，まえにものべたが，洪積世の中期に堆積したと考えられ 

る，上多和層の問題が残されている。 

Ⅴ 応 用 地 質 

この地域は，地質の構成上，地下資源としてみるべきものはない。ただし，上多和 

層には，砂鉄が包含されているので，簡単に説明を加える。 

Ⅴ.１ 砂   鉄 

この地域の砂鉄は，おもに砂・礫層から構成される，上多和層に賦存している。昭 

和39年，特殊地帯調査の一環として，上多和層の砂・礫層を対象に，砂鉄の賦存状態 

の調査がおこなわれた。この調査は，泉川～大阪橋の周辺をもおもに踏査したもので 

あるが，その結果では，上多和層の上部において，とくに砂層（厚さ1m～1.5mの範囲） 

の部分に，縞状あるいは，めくら状に砂鉄のふくまれていることが，明らかにされ 

た。この層準には，相当の範囲にわたり，砂鉄の賦存が観察される。着磁率は場所に 

よって違っているが，参考までにあげると6.8～13.6％である。 

なお，この調査結果は，北海道開発所から詳細な報告書が刊行される予定である。 
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EXPLANATORY TEXT 
OF THE 

GEOLOGICAL MAP OF JAPAN 
(Sca l e,  1： 50,000)  

 

I  S  O B U N N A I  
(Ku sh i ro-9)  

 

By  

Kōhe i  Ma t su i  

Mor i a k i  Kōn oy a  

(Geol og ica l  Su r vey  o f  Hokk id o)  
 

Résu me  

 

The  a r ea  o f  t h i s  shee t  ma p,  s i t ua t i ng  i n  t he  ea s t e rn  pa r t  

o f  H okka i do,  cove r s  f ro m l a t i t u de  43ﾟ20'  t o  43ﾟ30'  N,  and  f r o m  

long i tu de  144ﾟ30'  t o  144ﾟ45'  E.   I n  t h i s  a r ea,  t h e  Qua t e rna ry  

deposits are developed extensively,  but the effusives of the volcanoes 

Ku tcha r o,  M ashu  an d  Me akan  a r e  a l so  found  i n t r i c a t e.  

Topogra p hy  

Topography  o f  th i s  a rea  i s  r epresented  by  tha t  o f  h i l ly  te r race  

r ang in g  f ro m 100m to  220m in  a l t i t ude.   The  t e r r ace  su r f a ce s  

d i s t inguished  here  a re  cor re la ted,  upon the  bas i s  of  the i r  he ights,  

t o  t he  Ne mu ro  su r f ace  (60― 120m a l t i t ude)  and  t he  Sh i r anuka  

sur face  (140― 200m al t i tude)  which  a re  es tab l i shed  in  the  Konsen  

(Ne mu ro-Ku sh i r o)  d i s t r i c t.  

Owing to  the  blancket  of  the  younger volcanic  ashes,  however,  

t he  cha rac t e r i s t i c s  i n  r e l i e f  a r e  r a the r  i nd i s t i nc t  be tween  t he m.  

A lon g  the  r i ve r  Ku sh i ro  two  r ive r- s i de  t e r r aces  a r e  found  
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deve loped.   T he  1 s t  t e r r ace  i s  20  t o  30m h igh  ab ove  the  p re se n t  

r i ve r  bed,  a nd  t he  2nd  t e r r ace  i s  5  t o  10m h igh.   O the r  r i v e r s  

a r e  fu rn i she d  on ly  w i th  t he  2nd  t e r r ac e.  

Geology  

The  geo logy  o f  t h i s  a r ea,  a s  sho wn  in  t he  fo l l o wing  t ab l e,  i s  

r ep re se n t ed  exc lus i ve ly  by  depos i t s  o f  t he  Q ua te rna ry  Pe r iod.  
  A l luv i a l  de p os i t s  

  Younge r  vo l can l c  a shes  

Qua te rna ry  Pe r iod   Chanbe t su  l o am bed s  

  2nd  t e r r ace  depos i t s  

 D i luv i u m  1 s t  t e r r ace  depos i t s  
  Ka mi t awa  f o rma t i on  

  I so bun na i  pu mice  f l o w s  

The Isobunnai  pumice f lows are  composed mainly  of  dark grey 

t o  g r ey  pumi ce  b lock s,  20  t o  30c m in  d i ame te r,  bu t  a r e  r ep re se n-  

t ed,  i n  so me  a r ea s,  by  vo l can i c  a she s.   These  pumice  f l ows  a re  

t he   l owes t  beds  i n  t h i s  map  a r ea,  and  a r e  exposed  in  s eve ra l  

sma l l  h i l l s  r e se mbl in g  t o  “ mona don o cks” .   I n  t he  a r ea  o f  t he  
Sh ibec ha  she e t  ad j acen t  to  t he  sou th  t h r ee  beds  a r e  d i s t i ngu i sh ed  

i n  t he se  pumice  f l ows.   Amo ng  th em the  Oso t sube t su  pu mice  

f l ow s  a nd  th e  Sakae  pu mice  f l ow s  e x t end  in t o  t he  p re sen t  a r ea.  
Bu t  t he  l i t ho log i c  cha rac t e r s  and  t he  t opog raph ic  f ea tu re s  o f  t h e i r  

su r f ace s,  i n  t h i s  a r ea,  a r e  so  s i mi l a r  w i th  each  o t he r  t ha t  one  can  

ha rd ly  d i s t i n gu i sh  t he m.   Acco rd ing ly  t hey  a r e  t r e a t ed  a s  one  

and  the  s a me  pu mice  f l o w f o r ma t ion  unde r  t he  na me  o f  t he  I s o-  

bunna i  p u mi ce  f l ow s.  

The  Ka mi t a wa  fo rma t io n  i s  co mp osed  o f  s an d,  g r ave l  an d  

f ine  pumice.   Cross  bedd ing  i s  wel l  deve loped in  th i s  format ion.  

Ly ing  on  the  I sob unna i  p umice  f l o w s,  i t  cove r s  a  l a rge  pa r t  o f  

the  mapped  a rea.   Th i s  fo rmat ion  re sembles,  i n  i t s  l i tho logy,  t o  
the  Shibecha  fo rmat ion  o f  the  Sh ibecha  a rea  which  l ie s  ad jacen t ly  

Recen t
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t o  t he  sou th.   As  t he  Sh ibec ha  fo rma t ion  occup i e s  a  ho r i z on  

be low t he  I s obun na i  pu mice  f l ow s,  i t  c an  be  co r r e l a t ed  w i th  t he  

Ka mi t awa  f o rma t i on  l y ing  above  t he  pu mice  f l o w s.  
The  N i sh i shumbe t su  fo rma t ion  i n  t he  e a s t e rn  pa r t  o f  t he  ma p  

a r ea  has  l ong  been  know n  a s  a  s e r i e s  o f  s and,  g r ave l,and  c l ay  

beds.   I t  i s  i nc luded  i n  t he  Kami t a wa  fo rma t i on,  i n  t h i s  r epo r t,  
t houg h  the  s t r a t i g r aph ic  r e l a t i on  be t w een  the m i s  no t  c l a r i f i e d  a s  

y e t.  

The deposi ts  of  the  1st  r iver-side  ter race  are  composed of  sand 

and  g rave l,  and  a r e  we l l  deve l op ed  a long  t he  r i ve r  Ku sh i r o.  

T h e  d e p o s i t s  o f  t h e  2n d  r i v e r- s i d e  t e r r a c e  a r e  c o m p o s e d  o f  

s and  an d  g r ave l,  and  a r e  foun d  a lo ng  the  r i ve r s  K ush i ro  a nd  

Ni s h ibe t Su.  

The Chambetsu loam format ion is  composed of volcanic  ashes,  

l oam,  pu mic e  and  sco r i a e,  and  a r e  found  deve l o ped  a l l  ove r  t he  

mapped  a r ea.   Th i s  l oa m fo rma t ion,  i n  t he  a r ea  o f  t he  Sh ibec ha  

shee t,  i s  sub d iv ided  i n to  t he  Up pe r  an d  the  Lo wer  pa r t s.   I n  t he  

p r e sen t  a r ea,  ho weve r,  t hey  a r e  ha rd ly  d i s t i ngu i shed  f ro m ea ch  

o the r  and  a r e  t r ea t ed  a s  one  un i t.  
The  Younger  volcan ic  ash  fo rmat ion  i s  deve loped th roughout  

the  a rea  cover ing  a l l  t he  fo rmat ions  desc r ibed  above.   The  a shes  
o f  t h i s  f o rma t ion  a r e  cons ide red  t o  be  e j ec t ed  f rom the  Ma shu  

vo l cano,  Mt.  Kam uinu pu r i  a nd  Mt.  Meakan.   T he  fo rma t ion  i s  

composed  o f  vo l can i c  a shes,  pumice  and  l oam,  an d  i s  sub d iv id ed  

i n to  9  beds  by  means  o f  humus  and  cha rac t e r s  o f  t he  vo l can i c  

e j ec t a.   The  s ame  fo r ma t ion  i s  s t u d i e d  by  Sh inobu  Yamada  w h o  

a l so  d i s t i n gu i she s  13  b ed s  i n  i t.   He  na me d  the m,  i n  de sce nd in g  

order,  Ma,  Mb……Ml.   Though the  number  of  beds  dis t inguished  

i s  equa l,  t h e  con ten t s  a r e  d i f f e r en t  be tween  th o se  o f  Ya ma da  

and  o f  t he  p r e sen t  w r i t e r s,  and  t he  two  se r i e s  o f  s t r a t i g r ap h i c  
succes s i on  e s t ab l i shed  i ndependen t ly  a r e  unab l e  t o  be  co r r e l a t ed  

w i th  each  o t he r.   Acco rd ing ly  t hey  a r e  named,  i n  t h i s  r e po r t,  
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t he  1 s t  be d,  t he  2nd  bed……t he  9 t h  b ed,  f r o m to p  to  bo t to m.  

The  A l luv i a l  depo s i t s,  b e ing  co mpo s ed  o f  s a nd,  g r ave l  a nd  

pea t,  a r e  found  a long  t he  r i ve r s  K i nma n tawa,  N i s h i fu re n  a n d  

Naka fu ren.   A long  t he se  r i ve r s,  ex cep t  fo r  t he  r i ve r  Ku sh i r o,  

swa mpy  l and  i s  deve lo ped.  

Economic  G eo logy  

No app rec i ab l e  unde rg r ou nd  r e so u rce s  a r e  found  in  t h i s  ma p  

a r ea.   I n  so me  ca se s,  howeve r,  i r on  s and  i s  conc en t r a t ed  i n  t he  

sand  f ac i e s  o f  t he  Kami t awa  fo rma t i on.   Bu t  exp lo i t a t i o n  fo r  

t he  i r on  s an d  i s  no t  wa r r an t ed,  beca use  no  wo rk ab le  o r e  bed  i s  

expec t ed  i n  i t.  
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